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わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
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すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう
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平成１９年２月１１日

さ
る
１
月　

日
、
上
村
町
長
が

２５

群
馬
県
前
橋
市
を
訪
れ
、
同
市
と

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
援
助
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
り
、
湯
沢
町
と
前
橋
市
は
、

地
震
な
ど
大
規
模
な
自
然
災
害
が

発
生
し
た
時
に
物
資
の
提
供
や
、

職
員
の
派
遣
を
相
互
に
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

大
規
模
な
自
然
災
害
が
ひ
と
た

び
発
生
す
れ
ば
、
救
援
な
ど
の
応

急
措
置
を
町
だ
け
で
行
う
こ
と
は
、

人
員
が
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
十
分
対
応

で
き
ま
せ
ん
。ま
た
定
住

の
人
口
が
１
万
人
に
満

た
な
い
湯
沢
町
に
あ
っ
て

も
、
観
光
で
訪
れ
た
お

客
様
を
含
め
れ
ば
、

ピ
ー
ク
時
に
は
十
万
単

位
の
人
た
ち
が
町
の
中

に
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。地
震
、
水
害
と
自
然

災
害
が
頻
繁
に
発
生
し

て
い
る
近
年
で
は
、
住
民

の
皆
さ
ま
の
防
災
意
識

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
万

が
一
の
こ
と
に
備
え
て
、

磐
石
の
態
勢
を
整
え
る

こ
と
は
急
務
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨

年　

月
に
前
橋
市
で
開

１１
催
さ
れ
た
「
Ｒ
３
５
３

中
山
間
地
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
席

上
で
、
上
村
町
長
が
高
木
政
夫
前

橋
市
長
に
災
害
時
の
相
互
援
助
に

つ
い
て
打
診
し
、
今
回
の
協
定
締
結

と
な
り
ま
し
た
。

前
橋
市
は
、
人
口　

万
人
余
り

３２

の
群
馬
県
の
県
庁
所
在
地
で
、
湯

沢
町
と
は
高
速
道
路
を
使
え
ば
、

一
時
間
ほ
ど
で
行
き
来
で
き
る
位

置
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
災
害
時

の
み
な
ら
ず
、
平
常
時
も
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

町
内
の
企
業
と
も
締
結

災
害
時
物
資
供
給
協
力
協
定

こ
れ
に
時
期
を
同
じ
く
し
て
、

１
月　

日
に
、
町
内
の
企
業
で
あ

３１

る
株
式
会
社
の
ぐ
ち
と
Ｊ
Ａ
し
お

ざ
わ
と
の
間
で
、災
害
時
の
物
資
供

給
協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
ま
ず

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、

水
や
食
料
品
を
始
め
と
し
た
生
活

必
需
品
で
す
。
し
か
し
発
生
直
後

は
、
こ
れ
を
求
め
て
住
民
が
殺
到

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、物
資
の
供

給
が
不
安
定
に
な
り
ま
す
。

こ
の
協
定
に
よ
り
生
活
必
需
品

は
、
町
の
要
請
に
よ
っ
て
迅
速
か
つ

優
先
的
に
供
給
さ
れ
ま
す
の
で
、

本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
方
々
に

効
果
的
に
配
分
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

湯
沢
町
と
群
馬
県
前
橋

湯
沢
町
と
群
馬
県
前
橋
市市

災
害
時
援
助
協
定
を
締

　
　
　

災
害
時
援
助
協
定
を
締
結結

協
定
書
に
サ
イ
ン
を
す
る
上
村
町
長（
写
真
左
）と

高
木
政
夫
前
橋
市
長（
写
真
右
）

上
村
町
長（
写
真
中
）と
握
手
す
る

野
口
泰
之
祐
社
長（
写
真
左
）と

松
崎
紀
一
郎
組
合
長（
写
真
右
）
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町
長
コ
ラ

町
長
コ
ラ
ムム

４
日

５
日

８
日

９
日

　

日
１０

　

日
１１

　

日
１２

　

日
１５

　

日
１６

　

日
１７

　

日
１８

　

日
１９

　

日
２０

　

日
２１

　

日
２２

　

日
２３

　

日
２４

　

日
２５

　

日
２９

　

日
３１

御
用
始
め
／
朝
礼

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
河
川
計
画
課
長
ほ
か
来
庁

東
京
新
潟
県
人
会
新
年
祝
賀
会
（
東
京
都
）

湯
沢
温
泉
旅
館
組
合
新
年
会

消
防
出
初
め
式

市
町
村
長
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
千
葉
県
）

市
町
村
長
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
千
葉
県
）

課
長
会
議
／
町
年
賀
交
歓
会

県
町
村
会
役
員
会
（
新
潟
市
）

県
選
手
権
ア
ル
ペ
ン
開
会
式
／
雪
国
青
年
会
議
所
新
年
会

南
魚
沼
建
設
業
協
会
新
年
交
歓
会
（
南
魚
沼
市
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
新
潟
支
社
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
陳
情
（
新
潟
市
）
／
湯
沢
町
ス
キ
ー
場

振
興
協
議
会

ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
全
日
本
Ｂ
級
開
会
式

ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
全
日
本
Ａ
級
開
会
式

斉
藤
県
議
新
春
互
礼
会
（
南
魚
沼
市
）

新
潟
県
電
気
工
事
工
業
組
合
魚
沼
支
部
（
魚
沼
市
）

町
民
満
足
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
会
／
湯
沢
温

泉
観
光
協
会
新
年
会

前
橋
市
と
の
災
害
応
援
協
定
調
印
式
（
前
橋
市
）

苗
場
福
祉
会
来
庁
／
二
居
町
内
会
長
来
訪

株
式
会
社
新
光
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
様
来
庁
／
災
害
時
応
援
協
定
調
印

式
１
月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い

１
月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い
てて

今
年
は
今
の
と
こ
ろ
、昨
年
と
は

全
く
逆
の
降
雪
量
と
な
っ
て
い
ま

す
。ス
キ
ー
観
光
が
目
玉
の
湯
沢

町
に
と
っ
て
は
、と
て
も
厳
し
い

新
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。年
末
年

始
の
６
日
間
の
利
用
者
数
で
は
、

昨
年
の　

万
８
千
人
に
比
べ
て
今

３３

年
は　

万
人
余
り
で
、対
前
年
比

３１

８
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、１
月　

、　

日
に

２１
２２

は
今
シ
ー
ズ
ン
オ
ー
プ
ン
し
た
中

里
ス
キ
ー
場
内
の
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル

ラ
ン
ド
で
、２
日
間
に
わ
た
り
全

日
本
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
選
手
権
第
１

戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。少
雪
な

が
ら
も
ま
ず
ま
ず
の
天
気
に
恵
ま

れ
、北
海
道
を
は
じ
め
全
国
の　
１５

都
道
府
県
か
ら
選
手
の
皆
さ
ん
が

参
戦
さ
れ
ま
し
た
。大
会
に
は
観

衆
と
し
て
お
よ
そ
５
千
６
百
人
の

方
が
集
ま
り
、熱
く
迫
力
の
あ
る

レ
ー
ス
を
堪
能
し
ま
し
た
。初
め

て
の
大
会
で
し
た
が
、小
熊
副
知

事
、種
村
、斉
藤
両
県
議
の
出
席
を

い
た
だ
き
、成
功
裏
に
終
了
し
ま

し
た
。中
里
観
光
協
会
、Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、大
会
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
さ

ま
に
、心
か
ら
な
る
感
謝
と
敬
意

を
表
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。湯
沢
町
の
新
し
い
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、今
後
に
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

さ
て
昨
年
暮
れ
か
ら
新
年
に
か

け
て
、「
町
民
満
足
を
目
指
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に

は
、お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
し
た

が
、私
を
含
め
て
職
員
に
対
す
る

叱
咤
激
励
の
言
葉
を
頂
戴
し
、大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

貴
重
な
ご
意
見
を
参
考
に
し
て
、

町
民
皆
さ
ま
か
ら
満
足
の
い
た
だ

け
る
行
政
が
出
来
ま
す
よ
う
職
員

一
同
研
鑽
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま
た
昨
年
か
ら
の
懸
案
で
あ

り
ま
し
た
、群
馬
県
前
橋
市
と
の

災
害
時
の
相
互
援
助
協
定
を
、１

月　

日
に
高
木
前
橋
市
長
様
と
調

２５
印
し
ま
し
た
。今
後
は
、平
常
時
の

市
民
・
町
民
相
互
の
交
流
を
含
め

て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て

町
内
企
業
の
Ｊ
Ａ
し
お
ざ
わ
・
㈱

の
ぐ
ち
様
と
、災
害
時
に
お
け
る

物
資
の
供
給
協
力
協
定
を
１
月　
３１

日
に
締
結
し
ま
し
た
。関
係
者
の

皆
さ
ま
に
は
、よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
私
は
、首
都
圏
か
ら

の
新
潟
県
へ
の
表
玄
関
と
し
て
多

の
方
が
利
用
し
て
い
る
越
後
湯
沢

駅
を
有
効
に
活
用
し
て
、活
性
化

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、日
頃
か
ら

関
係
者
と
協
議
し
て
い
ま
す
。そ

の
よ
う
な
中
、ま
さ
し
く
そ
の
応

援
歌
と
な
る「
越
後
湯
沢
駅
」が
、

歌
手「
香
田
晋
」さ
ん
に
よ
り
２
月

７
日
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
か
ら
発
売

さ
れ
ま
す
。続
い
て
３
月
７
日
に

は
、歌
手「
坂
本
冬
美
」さ
ん
に
よ

る「
雪
国
〜
駒
子
そ
の
愛
〜
」が
発

売
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。ご
当

地
ソ
ン
グ
が
、二
曲
連
続
発
売
と

い
う
ま
た
と
な
い
好
機
で
す
。町

民
皆
さ
ま
か
ら
も
お
二
人
の
歌
手

に
、力
強
い
声
援
を
送
っ
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「
仕
事
を
成
就
す
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
も
の
、そ
れ
は
熱
意
で

あ
り
、誠
意
で
あ
り
、創
意
で
あ

る
。」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

就
任
二
年
目
と
な
る
今
年
は
、こ

の
気
持
ち
を
も
っ
て
厳
し
い
財
政

事
情
の
中
で
山
積
す
る
諸
問
題
に

対
し
、力
一
杯
取
り
組
み
ま
す
。そ

し
て
今
年
は
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う

に
、多
く
の
皆
さ
ま
と
懇
談
の
中

か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
お
聞
き
す

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

暦
の
上
で
は
立
春
を
過
ぎ
ま
し

た
。今
年
は
異
常
気
象
で
す
が
、健

康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
さ
れ

て
、み
ん
な
で
明
る
い
春
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。
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平成１８年中の交通事故の発生状況

負傷者（人）死者（人）件数（件）

増減H１７年Ｈ１８年増減Ｈ１７年Ｈ１８年増減Ｈ１７年Ｈ１８年

△５９,０４２ １,１５６,６３３ １,０９７,５９１ △５１９ ６,８７１ ６,３５２ △４７,１２５ ９３３,８２８ ８８６,７０３ 全 国

△１,３８２ １８,７８４ １７,４０２ △２６ １８７ １６１ △１,０４５ １４,９４８ １３,９０３ 新 潟 県 内

△２８ ４１９ ３９１ ０ ６ ６ △３４ ３４３ ３０９ 南 魚 沼 地 域

１ ６０ ６１ ０ １ １ １ ３９ ４０ 湯 沢 町

３５ ２,７１６ ２,７５１ △１１ １０３ ９２ △４５ ３,７９８ ３,７５３ 新潟県内高齢者

７ ５１ ５８ ０ ３ ３ １５ ７５ ９０ 南魚沼地域高齢者

３ ４ ７ １ ０ １ ３ ５ ８ 湯 沢 町 高 齢 者

特定事故の発生状況（発生件数・湯沢町）

増減（件）１７年（件）１８年（件）

△１ ３ ２ こども事故

△３ ３ ０ 高校生事故

３ ５ ８ 高齢者事故

△３ ９ ６ 若 者 事 故

０ ８ ８ 交差点事故

４ ６ ２ カーブ事故

１ １ ２ 飲 酒 事 故

０ ０ ０ 無免許事故

平
成　

年
中
に
お
け
る
県
内
の

１８

交
通
事
故
は
、
発
生
件
数
、
死
傷
者

と
も
に
減
少
し
、
特
に
死
者
数
は
、

２
年
連
続
で
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

発
生
件
数
お
よ
び
高
齢
者
の
死
傷

者
数
は
、
依
然
と
し
て
全
体
の
高
い

割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飲

酒
運
転
に
よ
る
事
故
も
後
を
絶
た

ず
、
南
魚
沼
警
察
署
管
内
で
は
、
４

件
発
生
し
て
い
ま
す
。

湯
沢
町
の
交
通
事
故
状
況
に
お

い
て
は
、
事
故
件
数
、
死
傷
者
数
と

も
に
前
年
よ
り
減
少
と
は
な
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
高
齢
者
の

交
通
事
故
件
数
、
飲
酒
事
故
件
数
が

若
干
増
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
一
人
ひ
と
り
が
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
心
が
け
、
１
件
で
も

悲
惨
な
交
通
事
故
が
な
く
な
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

主 守取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取

１月の建設工事等入札結果（落札額２５０万円以上）

請負業者契約金額（円）工事名等番号

㈱苗場運輸建設７,０８７,５００赤湯線道路災害復旧（第３工区）工事１８災第３３０号

蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕
蚕蚕蚕蚕蚕

平
成

年
中

平
成　

年
中
のの
交
通
事
故
発
生
状
況
に
つ
い

交
通
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
てて

１８１８

平
成　

年
交
通
安
全
重
点
目
標

１９

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

●
安
全
速
度
の
励
行
と
定
着
化

（全国の平成１８年での発生件数と負傷者数は、概数です。）

高
齢
者
の
交
通
事
故
発
生
件
数
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
！

い
た
わ
り
の
心
を
も
っ
て
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

主 守取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取

消
防
団
員

消
防
団
員
をを

募
集
し
て
い
ま

募
集
し
て
い
ま
すす

地
域
を
守
る

仲
間
た
ち
の
輪
の
中
へ

湯
沢
町
消
防
団
で
は
、
消
防
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
自
分
た

ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
の
も
と
、

地
域
防
火
防
災
の
中
核
と
し
て
消

防
団
は
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
の
若

者
た
ち
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

湯
沢
町
に
お
住
み
の
若
者
た
ち

で
、「
地
域
を
守
る
手
助
け
を
し
た

い
。」「
地
域
の
若
者
た
ち
の
仲
間

に
な
り
た
い
。」と
思
っ
て
い
る
方

が
い
ま
し
た
ら
、
役
場
総
務
課
消

防
防
災
係
ま
で
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

ま
た
消
防
団
で
は
ラ
ッ
パ
隊
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
ラ
ッ
パ
隊
は
、

演
習
や
式
典
な
ど
で
号
令
に
合
わ

せ
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
太
鼓
を
演

奏
し
ま
す
。
男
女
を
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
消
防
防
災
係

℡
７
８
４
・
３
４
５
１
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所得税の確定申告は、１月１日から１２月３１日までの１年間に生じたすべての
所得の金額と、それに対する所得税を計算して、自発的に申告書を提出する制度
です。確定申告をすることで、それまで納めていた税金と、納めるべき所得税と
の過不足が精算されます。確定申告をしなければならない方が申告しなかった
り、誤った申告をすると、後で不足の税金を納めるだけでなく、加算税が課され、
さらに延滞税も納めなければなりません。
申告書等は、役場税務課にも用意してありますので、自分で書いて確定申告し
ましょう。
 【問い合わせ】 〒９４７－８５４０ 小千谷市東栄１－５－２４
   小千谷税務署　℡０２５８－８３－２０９３

◆ 申告相談日程◆
 ● 会場・・湯沢町役場 ３階大会議室
 ● 時間・・午前９時～午後４時
 （すべての日程で会場と時間は同じです。）

対象地区日月

小原・古野二・一之町１６日（金）

２
月

宮林・松川・駅通１９日（月）

原新田・土樽・上中２０日（火）

田中・小坂・楽町２１日（水）

堰場・西原・谷地２２日（木）

平沢・滝ノ又・下中２３日（金）

戸沢・谷後・幅下２６日（月）

七谷切・旭原・諏訪２７日（火）

芝原・萩原・愛宕２８日（水）

栄町・中里・堀切１日（木）

３
月

八木沢・古野一・湯元２日（金）

大島・中子・布場５日（月）

三俣二・添名・滝沢６日（火）

三俣一・原・西中７日（水）

二居・岩原高原・西山８日（木）

浅貝・土樽スキー場・下熊野９日（金）

上熊野・東電・石白・湯鉄神立１２日（月）

全町
（上記の日に申告できなかった人）

１３日（火）

１４日（水）

１５日（木）

絹 県牽牽牽絹 県牽牽牽牽牽牽牽牽牽絹 県牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽

申告相談の日程と、当日必要な書類等は、下の表のとおりです。必要な書類等は、当日忘れずにご持参ください。
なお今年度より湯沢町役場では、税理士による無料申告相談は行いません。あらかじめご了承ください。

 【問い合わせ】税務課住民税係　℡７８４－３４５２

確定申告のお知ら確定申告のお知らせせ

◆申告相談に必要なもの◆

① 印鑑および預金通帳等口座番号がわかるもの

② 給与所得者及び年金受給者の方は源泉徴収票

③ 事業をしている方は収支明細書及びその資料

④ 不動産や配当所得、その他の収入のある方は
その資料

⑤ 各種控除を受ける方は、そのための領収書や
証明書

⑥ 農業所得のある方は収支内訳書

⑦ 税務署から申告書が届いている方は、その申
告書をお持ちください。

【ご注意】
収支内訳書の記入や医療費控除の集計をして
から、相談会場においでください。記入・集計
されていない場合、会場においてご自分で計算
していただきます。

◆ 住民税の申告は◆

平成１９年１月１日現在湯沢町に住んでいた人は
申告が必要です。ただし次の人は必要ありません。

・税務署に平成１８年分の確定申告書を提出
した人

・平成１８年分の所得が給与のみで、年末調
整済みの方

（平成１８年途中で就職・退職した人で、年末
調整されていない人、雑損控除、医療費控除
等を受けようとする人は申告が必要です。）

住民税の申告相談について

日程のうち、最終の３日間は大変込み合います。
できるだけご自分の対象地区に合わせた日に、
おいでください。ご協力をお願いします。
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■ 国 保 人 間 ド ッ ク 健 診 料 ・ 自 己 負 担 額 ■

その他オプション料金自己負担額
（Ａ－Ｂ）

国保助成額
（Ｂ）

基本健診料
（Ａ）

助成の受けられる
指定医療機関

子宮がん・乳がん検診で別途４,２００円、前立
腺がん検診は別途２,６２５円が必要です。９,５００円２４,１００円３３,６００円湯沢町保健医療センター

子宮がん・乳がん検診、前立腺がん検診とも
に基本健診料に含まれます。１２,０００円２５,８００円３７,８００円ゆ き ぐ に 大 和 病 院

子宮がん・乳がん検診は基本健診料に含まれ
ますが、前立腺がん検診は別途１,５７５円が必
要です。

１２,０００円２５,８００円３７,８００円小 千 谷 総 合 病 院

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、
が
ん
な
ど
の
病
気
は
、
自
覚
症
状
の
な
い

ま
ま
身
体
の
中
で
静
か
に
進
行
し
ま
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ

か
け
に
も
な
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

・
昭
和
８
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
（　

歳
〜

４２

４０

　

歳
）
の
方
で
、
湯
沢
町
に
住
所
を
有
し
、
国
民
健
康
保
険
の
被

７４保
険
者
期
間
が
１
年
以
上
の
人
。

・
国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
し
て
い
る
人
。

【
申
込
方
法
】

別
紙
申
込
書
（
桃
色
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
住
民
課
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
住
民
課
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

（
電
話
で
の
申
込
み
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。）

【
申
込
期
限
】

２
月　

日
（
金
）

２３

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
国
保
年
金
係

℡
７
８
４
・
３
４
５
３

※
受
診
月
は
、
申
込
み
順
と

な
り
ま
す
の
で
、
申
込
み

が
多
い
月
に
つ
い
て
は
、

希
望
ど
お
り
に
な
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

年
に
一
度
は
人
間
ド
ッ

年
に
一
度
は
人
間
ド
ッ
クク

〜
国
保
が
助
成
し
ま
す
〜

主 守取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
が
希
望
者

に
交
付
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ（
集
積
回
路
）カ
ー
ド
で
す
。写
真
付
き
と
写
真
な
し
の
、

２
種
類
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
本
人
確
認
の
た
め
に
身
分
証
明
書
の
提
示
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
お
困
り
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
写
真
付
き
の
住

基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
運
転
免
許
証
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
公
的
証

明
書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
行
政
機
関
へ
の
電
子
申
請
に

必
要
な
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
と
し
て
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
別
途
、申
請
が
必
要
で
す
。）

住
民
課
で
申
請
す
れ
ば
後
日
、住
基
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
の
申
請
に
必
要
な
も
の

●

申
請
書
（
住
民
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。）

●

写
真
（
写
真
付
き
タ
イ
プ
を
ご
希
望
す
る
方
の
み
）

　
　

・
サ
イ
ズ
は
縦　

ミ
リ
、
横　

ミ
リ

４５

３５

　
　

・
最
近
６
か
月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
正
面
、
無
帽
、
無
背
景
の
も
の

●

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
申

請
後
に
本
人
宛
に
照
会
書
を
送
付
し
ま

す
。
後
日
照
会
書
を
ご
持
参
い
た
だ
き
次

第
、
受
付
を
し
ま
す
。

※
発
行
手
数
料
は
５
０
０
円
で
す
。（
交
付

時
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
申
請
し
て
か
ら
交
付
ま
で
に
、
一
週
間
程

度
日
数
が
か
か
り
ま
す
。

※
有
効
期
限
は
発
行
日
か
ら　

年
で
す
。
た

１０

だ
し
湯
沢
町
か
ら
転
出
す
る
と
無
効
と

な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
住
民
係　

℡
７
８
４
・
３
４
５
３

ご
存
知
で
す
か
？

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
））

写
真
付
き
カ
ー
ド
。
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

が
内
臓
さ
れ
て
い
ま
す
。
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10,000 本のキャンドルが照らし出す一夜限りの幻想的な空間
３年前より「希望（あした）への灯り」として、中越地震からの復興と、湯沢町の観光振興のために活動してきま
した。その中で、私達も訪れて頂いた方々も雪灯かりの優しい光に癒され、希望へと導く光を想いを込めて灯して
いただきました。そんな晴らしい雪国の良き文化である雪灯かりを、新しいスタイルで表現するのがこの「Candle 
live '07」です。１０,０００本のキャンドルの光と音楽の融合。湯沢、魚沼地域ならではの温かい食べ物、人と人、地域と
地域をつなぐ、そんな心から温かくなれるような空間を創りあげます。今年は、まず町民の皆さまに訪れて頂きた
いとの思いから、平日に開催することにしました。普段見慣れた風景が、きっと感動的な光景に変わると思います。
皆さまのご参加を心よりお待ちしております。

Candle live  '07 実行委員会

 サヨコオトナラ Special live in Candle live '07
  20:00 スタート

表現力豊かなボーカリストsayoko、じゃがたら出身の地球音楽探究家のoto、アフリカン太鼓
ジャンベ奏者の nara からなる 3人組ナチュラルバンド。fujirock、snow roots festival in yuzawa
にも出演経験のある彼らが、Candle live ’07 の会場をナチュラルなビートとやさしいメロ
ディーで鮮やかに彩ります。

 ★ 湯沢の子供達による「ぼんぼりアートギャラリー」子供達の描いた絵をぼんぼりにして、
 　 会場で灯します。夢溢れる作品にご期待ください。

 ★ 当日会場でもチャリティーキャンドルの販売を行いま
 　 すので、ぜひ一緒にキャンドルを灯しましょう！！
 　（チャリティーキャンドル 1本 50 円）

 ★ シャトルバス運行、駐車場もあります。くれぐれも違法
 　 駐車、飲酒運転はしないでください。

http://candle-live07.comhttp://candle-live07.com//

【主催】 CANDLE LIVE '０７実行委員会
【後援】 新潟県観光協会／湯沢町
 湯沢町観光協会／湯沢町商工会
【問い合わせ】 湯沢町観光協会　℡７８５－５５０５
 湯沢町商工会　　℡７８４－２５２２

入
場
入
場
はは

無
料
で

無
料
で
すす
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主 守取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取

２月の定時支払は１３日で２月の定時支払は１３日ですす。。　児童手当について児童手当について
昨年１０月分から１月分までの児童手当を、２月１３日（火）に振り込みます。

 児童手当と児童手当とはは 
児童手当とは、子どもとくらし、子どもを養い、守り育てる方の生活を安定させ、生
活の質が高まるよう支援するため、子育てにかかる費用の一部を支給する制度で
す。

【支給対象】
小学校修了前の児童を養育している人（ただし、所得による制限があります。）

【支払について】
児童手当は申請した翌月から、支給事由がなくなった月まで支給されます。
毎年２・６・１０月に、それぞれの前月分までが支払われます。

【申請に必要なもの】
印鑑、申請者の口座が分かる通帳、保険証のコピー（国民年金加入者は不
要です。）など。（公務員の方は勤務先で手続きしてください。）

【届出が必要なとき】
・出生等によって対象の児童が増えたとき
・受給者や対象の児童の住所が変わるとき
・離婚や死別などにより対象の児童を養育しなくなったとき
・受給者の加入年金が変更になったとき

【届出・問い合わせ】
住民課 保育係　℡７８４－３００１

児童手当の月額は？

第１子 ・・・・・・・・・・・ ５,０００円
第２子 ・・・・・・・・・・・ ５,０００円
第３子以降 ・・・・ １０,０００円

★ここでいう「子」とは、１８歳に
　なった年度末までの「子ども」を
　いいます。
例えば子どもが三人いて、一人
目が１９歳、二人目が１１歳、三人
目が９歳の場合、二人目の子ど
も（１１歳）が第１子で、三人目の
子ども（９歳）が第２子となりま
す。（一人目の１９歳の子どもは
数えません。）

今
シ
ー
ズ
ン
、中
里
ス
キ
ー
場
内
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
専
用
エ
リ
ア
「
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
ラ
ン

ド
湯
沢
中
里
」を
会
場
に
、１
月　

日
、　

日
の
２

２１

２２

日
間
、
Ｍ
Ｆ
Ｊ
公
認
全
日
本
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｍ
Ｆ
Ｊ
と
は
、
財
団

法
人
日
本
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

略
称
で
、日
本
で
行
わ
れ
る
モ
ト
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
な

ど
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
統
轄
し
て
い
る
機
関

で
す
。
今
回
行
わ
れ
た
大
会
も
、
Ｍ
Ｆ
Ｊ
が
主
催

す
る
全
国
レ
ベ
ル
の
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
競
技
会
で
、
日

本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
た
ち
が
熱
い
戦
い
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
は
、
ス
キ
ー
場
で
パ
ト
ロ
ー
ル
の

方
た
ち
が
乗
っ
て
い
る
場
面
を
見
か
け
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
さ
ほ
ど
珍
し
い
と
い
う
印
象
は
受
け
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
ギ
ャ
ッ
プ
を

ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
、
雪
煙
を
上
げ
て
コ
ー
ナ
ー
を

タ
ー
ン
す
る
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
を
目
に
す
る
機
会
は
、

め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
大
会
で
爆
音
を
上
げ

て
疾
走
す
る
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
を
、間
近
で
観
戦
し
た

皆
さ
ん
は
、
冬
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
し
て

い
た
様
子
で
し
た
。

大
会
は
こ
の
後
、
長
野
県
や
北
海
道
、
青
森
県

を
会
場
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
が
、
折
り
し
も
の

暖
冬
の
影
響
で
、
雪
不
足
に
よ
る
中
止
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
里
で
の
大
会
は
無
事
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
、
オ
ー
プ
ン
し
た
て
の
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル

ラ
ン
ド
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
年
齢
を
問
わ
ず

ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
を
体
験
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。
冬

の
新
し
い
楽
し
み
方
の
一
つ
と
し
て
、
期
待
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

全
日
本
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
選
手
権

雪
上
の
Ｆ
１

雪
上
の
Ｆ
１
でで
爆
音
体
験

爆
音
体
験
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

予
防
す
る
た
め
の
運
動
に
つ
い
て

今
回
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）
を
予

防
す
る
た
め
の
運
動
を
紹
介
し
ま

す
。内
蔵
脂
肪
は
、運
動
不
足
や
栄

養
の
過
剰
摂
取
の
結
果
で
す
。

ま
ず
は
３
唖
の
腹
囲
短
縮
、
３

茜
の
減
量
を
目
標
に
、
サ
ン
サ
ン
運

動（
日
本
肥
満
学
会
提
案
）を
３
か

月
実
行
し
ま
せ
ん
か
？

健康ほっと健康ほっと情情報報
保健センター
℡７８４－３１４９
地域包括支援センター
℡７８４－３０００

第３２第３２号号

最初は活動量を増や最初は活動量を増やすす

今よりも体を動かすことが最大のポイントです。まず、歩数計をつけてみましょう。普段の活動量がわかりま
す。そしてそれから 1日の歩数が、１,０００歩増えるように体を動かしましょう。例えば日常生活の中で・・・

覚 買い物のときはあえて車を店の遠くに止めて速歩の時間を。
覚 昼休みや休憩時間に速歩を取り入れる。

次に運動をす次に運動をするる

体脂肪の減少効果が高い「有酸素運動」、筋肉をつけ太りにくい体をつくる「筋力トレーニング」、運動を安全
に行うための柔軟性を養う「ストレッチング」の３つの運動を、バランスよく組み合わせるようにしましょう。運
動の効果をより高めることができます。また気分転換、ストレス解消にも効果的です。

「
１
に
運
動
、
２
に
食
事
、

し
っ
か
り
禁
煙
、

定
期
健
診
を
忘
れ
ず
に
！
」

特
に　

歳
以
上
の
方
は
、

４０

継
続
的
に
実
践
し
て

改
善
す
る
こ
と
が
大
切
！

有酸素運動（ウォーキングなど）
【効果】 ・心肺機能の向上
 ・体脂肪の減少効果

　覚 週３回３km３０分の
　　 ウォーキングがおすすめ

筋力トレーニング
【効果】 ・筋力アップ
 ・基礎代謝量の向上
 ・太りにくい体へ

ストレッチング
【効果】 ・体の柔軟性を高める
 ・けがの予防

筋力トレーニングのためには温水健康体操やけんこつ体操がおすす筋力トレーニングのためには温水健康体操やけんこつ体操がおすすめめ

けんこつ体操の一例を、ご紹介します。な
おけんこつ体操は、湯沢町内６会場で実施
しています。実際に体験してみませんか？
温水健康体操など、くわしくは湯沢町地域
包括支援センター（℡７８４－３０００）までお問
い合わせください。

両手を合わせてひじを
つっぱり押し合う

指にかけ
左右に引き合う

上半身
の

筋肉を

きたえ
る

イスに浅く腰をかけます

両ひざで片手のにぎりこ
ぶしをはさみ、内側に押す。

タオルで両ひざをしばり、
両ひざを外側へ広げる。

片方の足のかかとをもう
一方の足首に引っかけて、
手前に強く引く。
（足を替えて左右）

片方の足の甲をもう一方
の足首に引っかけて、前
に強く押す。
（足を替えて左右）

それぞれの運動で
息をすってはきながら

・ ・ ・ ・ ・
６秒間、

はずみをつけないで思い切り力を出します。

太もも
の

内側・
・・ 太もも

の

外側・
・・

太もも
の

後ろを

きたえ
る

太もも
の

前・・・

足首にかけて
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湯
沢
消
防
署
か
ら

湯
沢
消
防
署
か
ら
のの

お
知
ら
せ
（
第

回

お
知
ら
せ
（
第　

回
））

２０２０

消
防
団
に
新
車
両
が
導
入
さ
れ
ま
し
た 湯沢消防署

℡７８４－３３７７

ひ
と
く
ち
に
消
防
車
と
い
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
車
が
あ
り
ま
す
。

高
性
能
の
ポ
ン
プ
と
エ
ン
ジ
ン
を
備
え
た
消
防
ポ
ン
プ
車
が
代
表
で
す
が
、

放
水
す
る
た
め
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
積
載
し
た
消
防
車
も
あ
り
ま
す
。い

ず
れ
も
火
災
の
現
場
で
、消
火
活
動
に
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

こ
の
た
び
消
防
施
設
整
備
計
画
に
よ
り
、
湯
沢
町
消
防
団
１
分
団
５
部

（
布
場
）と
５
分
団
２
部（
浅
貝
）で
、消
防
車
の
更
新
が
行
わ
れ
ま
し
た

１
分
団
５
部
の
旧
車
両
は
、
昭
和　

年
に
導
入
さ
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
の
後
輪

６３

駆
動
車
で
し
た
。　

年
間
、
使
用
し
た
た
め
今
回
の
更
新
に
な
り
ま
し
た
。

１８

新
車
両
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
四
輪
駆
動
車
で
、
可
搬
式
の
小
型
ポ
ン
プ

を
積
載
し
て
い
ま
す
。こ
の
車
両
で
は
、
シ
バ
ウ
ラ
製
出
力　

鯵
の
Ｂ
‐
３
級

３３

と
い
わ
れ
る
小
型
ポ
ン
プ
を
積
載
し
て
い
ま
す
。
車
両
が
入
れ
な
い
よ
う
な

せ
ま
い
場
所
で
も
、
こ
の
小
型
ポ
ン
プ
を
運
ん
で
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。一

方
５
分
団
２
部
の
旧
車
両

も
、
昭
和　

年
に
導
入
さ
れ
た

６３

ポ
ン
プ
車
で
し
た
。塩
害
に
よ
る

腐
食
が
激
し
か
っ
た
た
め
、更
新

と
な
り
ま
し
た
。新
車
両
は
、Ｃ

Ｄ
‐
１
と
呼
ば
れ
る
ダ
ブ
ル

キ
ャ
ブ
の
ポ
ン
プ
車
で
す
。
こ
の

車
両
で
は
、
片
側
２
口
ず
つ
、
合

計
４
口
の
放
水
口
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
多
様
な
方
向
か
ら
放

水
す
る
こ
と
が
で
き
、
効
果
的

な
消
火
が
可
能
で
す
。

主 守取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取

５
分
団
２
部（
浅
貝
）の

消
防
ポ
ン
プ
車

積載される小型動力ポンプ

ス
ト
ッ
プ
鎧

農
地
の
違
反
転
用

〜
許
可
な
く
農
地
を

他
の
目
的
に
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
〜

ス
ト
ッ

ス
ト
ッ
ププ
鎧鎧

農
地
の
違
反
転

農
地
の
違
反
転
用用

心あたりはありませんか涯
こんな農地概

～このようなケースは違反転用です～

【資材置き場や残土処理】

仮置きでも許可が必要です。許可を受け

ていない場合は違反転用です。

【農地の真ん中の転用】

農作業小屋だと思ったら違う建物が建っ

ていたなど、許可内容と異なる場合は違
反転用です。

【植林】

植林でも許可が必要です。許可を受けて

いない場合は違反転用です。

 
◎◎
違違
反
転
用
と
は

反
転
用
と
は 

県
知
事
な
ど
の
許
可
を
受
け
ず
に
農
地
以
外
の
も
の
に
転
用
し
た
り
、

許
可
を
受
け
た
内
容
と
違
う
も
の
に
転
用
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
違

反
者（
転
用
者
や
地
主
な
ど
）は
農
地
法
の
規
定
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

 
◎◎
おお
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

農
地
転
用
を
お
考
え
の
際
は
、
新
潟
県
農
地
部
農
地
管
理
課
な
ど
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
違
反
転
用
に
関
す
る
通
報
も
、
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
情
報

を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
農
地
部
農
地
管
理
課
農
地
調
整
係

℡
０
２
５
・
２
８
０
・
５
３
４
８

郭 閣

１
分
団
５
部（
布
場
）の

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
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農業用トラクター、コンバインおよび田植機等に使用する軽油を、免税証と引き
換えに引き取ると軽油取引税が免税されます。この免税証の交付を希望される方
は、次により申請してください。

【受付する日時】 ３月１日（木）、２日（金）　午前９時～午後４時まで

【受付する場所】 南魚沼地域振興局　１階 　県税部

【持参するもの】
・耕作面積証明書（農業委員会が証明するもの）
・印鑑（共同で申請する場合は、全員のものが必要です。）
・免税軽油使用者証（昨年に引き続き申請する方）
・機械の所有証明 （販売店からの販売証明など。昨年から引き続き申請する方のうち機械を買い替えた方と、
 今年初めて申請する方）

【申請手数料】
免税軽油使用者証の交付申請（新規交付申請、更新交付申請、亡失等による再交付申請）を行う場合は、
手数料の納付が必要になります。
・手数料の額 ・・・・・・４５０円
・納付方法 ・・・・・・・新潟県収入証紙により納付してください。

【免税証を交付できない方】
国税または地方税の滞納処分を受け、その滞納処分の日から２年を経過しない方などには、免税証を交付できません。

【問い合わせ】
南魚沼地域振興局県税部課税課（軽油取引税担当）℡７７２－２６６３

主 守取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取

「
緊
急
地
震
速
報
」は
、震
源
に
近
い
観
測
点
で
地
震
を
検
知
し
て
、直
ち
に
震
源
や
地
震
の
規

模
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）、
各
地
の
震
度
な
ど
を
推
定
し
、
強
い
揺
れ
が
来
る
と
事
前
に
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
を
目
指
す
新
し
い
情
報
で
す
。
こ
の
情
報
を
聞
い
て
、
大
き
な
揺
れ
が
始
ま
る
前

に
防
災
行
動
を
取
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
被
害
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
緊
急
地
震
速
報
に
は
次
の
よ
う
な
技
術
的
な
限
界
も
あ
り
ま
す
。

①
よ
り
震
源
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
情
報
の
提
供
の
前
に
大
き
な
揺
れ
が
来
て
し
ま
う
。

②
震
源
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
、
震
度
等
を
推
定
す
る
精
度
が
、
十
分
で
な
い
場
合
が
あ
る
。

③
ま
れ
に
で
は
あ
る
が
、
ノ
イ
ズ
（
雷
や
事
故
な
ど
）
に
よ
り
、
誤
報
が
発
信
さ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

気
象
庁
で
は
緊
急
地
震
速
報
の
提
供
に
伴
う
事
故
や
混
乱
を
防
止
し
つ
つ
、
地
震
に
よ
る
被

害
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、
混
乱
な
く
利
用
で
き
る
分
野
へ
の
先
行
的
な
情
報
提
供
を
、

平
成　

年
８
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

１８
今
後
は
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で
放
送
す
る
際
の
具
体
的
表
現
や
、

住
民
の
皆
さ
ま
が
緊
急
地
震
速
報
を
受
信
し
た
と
き
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
べ
き
か
と

い
う
「
心
得
」
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
十
分
な
周

知
・
広
報
を
行
っ
た
上
で
、
平
成　

年
中
に
も
広
く
一
般
へ
の
情
報
提
供
を
開
始
す
る
こ
と
を

１９

計
画
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
緊
急
地
震
速
報
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w.jm
a.go.j

        
 
 
   
      p  
）

【
問
い
合
わ
せ
】
新
潟
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課　

℡
０
２
５
・
２
４
４
・
１
７
０
３

緊
急
地
震
速
報
を
ご
存
知
で
す
か

緊
急
地
震
速
報
を
ご
存
知
で
す
か
？？

「緊急地震速報」
強い揺れが来ます！
（揺れの予告）

革

危険を回避！

○緊急地震速報を有効に活
用するためには、速報を見
聞きした際に適切に行動で
きるよう、「訓練」しておく必
要があります。

農業用免税軽油の免税証交付のお知ら農業用免税軽油の免税証交付のお知らせせ
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ガ
ス
瞬
間
湯
沸
か
し
器
に
よ
る

一
酸
化
炭
素
中
毒
死
傷
事
故
や
、

家
庭
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
よ
る
幼

児
手
指
切
断
事
故
な
ど
を
踏
ま
え
、

国
は
製
品
事
故
情
報
を
収
集
、
公

表
し
、消
費
者
の
安
全
・
安
心
を
目

指
し
ま
す
。

【
製
品
事
故
情
報
の
報
告
】

死
亡
、重
傷
、火
災
な
ど
の
重
大

な
製
品
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

メ
ー
カ
ー
や
輸
入
業
者
に
、
国

に
事
故
報
告
を
義
務
づ
け
、
国

は
情
報
を
的
確
に
把
握
し
ま
す
。

【
製
品
事
故
情
報
の
公
表
】

国
は
、事
故
情
報
を
収
集
、分
析

し
て
、
そ
の
結
果
を
広
く
国
民

に
公
表
し
、
第
二
の
重
大
事
故

を
防
止
し
ま
す
。

【
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ
】

◎
国
は
、
重
大
な
製
品
事
故
情
報

を
随
時
公
表
し
ま
す
の
で
、
新

聞
、
国
や
県
な
ど
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
万
が
一
、
製
品
事
故
の
被
害
に

あ
わ
れ
た
場
合
は
、
メ
ー
カ
ー

輸
入
業
者
、
販
売
店
な
ど
に
至

急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

糖
尿
病
で
療
養
中
の
方
や
、
か

く
れ
糖
尿
病
と
い
っ
た
糖
尿
病
予

備
軍
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
、

健
康
が
気
に
な
る
方
な
ど
、
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。入

場
は
無
料
で
す
。

【
日
時
】

３
月
４
日
（
日
）

午
後　

時　

分　

開
場

１２

３０

【
会
場
】

南
魚
沼
市
民
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

・
基
調
講
演

「
あ
な
た
に
も
で
き
る

糖
尿
病
予
防
術
」

・
運
動
の
実
技

「
楽
し
く
効
果
的
な
運
動
を

ご
一
緒
に
！
」

・
血
糖
測
定
コ
ー
ナ
ー

午
後　

時　

分
〜
１
時　

分

１２

３０

３０

（
無
料
実
施
）

・
展
示
コ
ー
ナ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部
地
域
保
健
課

℡
７
７
２
・
８
１
３
７

平
成　

年
２
月
の
ト
キ
め
き
新

２１

潟
国
体
冬
季
ス
キ
ー
競
技
会
の
開

催
２
年
前
を
記
念
し
て
、
メ
イ
ン

会
場
で
あ
る
苗
場
ス
キ
ー
場
を
会

場
に
、
大
会
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
開
催
し
ま
す
。

【
期
日
】

２
月　

日
（
土
）、　

日
（
日
）

１７

１８

【
会
場
】

苗
場
ス
キ
ー
場

日
帰
り
セ
ン
タ
ー

「
エ
ヌ
・
プ
ラ
ト
ー
」

【
実
施
内
容
】

・
国
体
グ
ッ
ズ
、
リ
フ
ト
券
な
ど

が
当
た
る
抽
選
会

・
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ト
ッ
キ
ッ

キ
」
の
グ
ッ
ズ
販
売

・
大
会
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
の
設
置

・
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ト
ッ
キ
ッ

キ
」
の
写
真
撮
影
会

・
ト
ッ
キ
ッ
キ
募
金
の
Ｐ
Ｒ

【
問
い
合
わ
せ
】

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
・

ト
キ
め
き
新
潟
大
会
実
行
委
員
会

苗
場
冬
季
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

℡
０
２
５
・
２
８
０
・
５
６
２
５

南
魚
沼
市
で
は
、
不
用
物
件
を

次
の
と
お
り「
せ
り
売
り
」で
売
却

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

南
魚
沼
市
役
所
本
庁
舎
の
掲
示
板

（
正
面
玄
関
横
）
に
公
告
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
売
却
物
件
】

中
古
小
型
動
力
ポ
ン
プ
７
台

（
使
用
可
）

・
内
訳

昭
和　

年
式
・
・
・
３
台

６１

昭
和　

年
式
・
・
・
１
台

６２

昭
和　

年
式
・
・
・
３
台

６３

・
売
却
物
件
は
、
現
状
渡
し
と
し

ま
す
。
ま
た
引
き
取
り
費
用
は
、

買
受
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
せ
り
売
り
の
日
時
】

２
月　

日
（
金
）
午
後
２
時

２３

【
せ
り
売
り
の
会
場
】

南
魚
沼
市
消
防
本
部
玄
関
前

【
せ
り
売
り
の
参
加
要
件
】

未
成
年
、成
年
被
後
見
人
、被
保

佐
人
も
し
く
は
破
産
者
で
復
権

を
得
て
い
な
い
者
で
な
い
こ
と
。

【
申
込
み
】

２
月　

日
か
ら
２
月　

日
（
正

１９

２２

午
）ま
で
に
、次
の
窓
口
ま
た
は

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
市
役
所

財
政
課
契
約
係

℡
７
７
３
・
６
６
７
１

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
の

改
正
に
つ
い
て

南
魚
沼
地
域
糖
尿
病

予
防
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
案
内

ト
キ
め
き
新
潟
国
体

大
会
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
古
小
型
動
力
ポ
ン
プ

７
台
を
売
却
し
ま
す
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今月の納税今月の納税等等

（第 ４ 期 ）
（ 第 ８ 期 ）

固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
貸 地 料
納期限は、２月２８日卯です。
（口座振替日は、２月２６日迂です。）
※納税相談は、収納課（℡７８４－３０５６）で受け
付けています。どうぞ、ご利用ください。

平
成　

年
３
月
卒
業
予
定
の
大

２０

学
生
等
を
対
象
と
し
た
「
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
い
が
た
２
０
０
８
」

を
開
催
し
ま
す
。

新
潟
県
内
企
業
人
事
担
当
者
に

よ
る
説
明
会
の
ほ
か
、
新
潟
県
職

員
、
新
潟
県
警
察
職
員
の
説
明
会
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
と
の
就
職
相

談
会
も
行
い
ま
す
。

（
参
加
学
生
に
つ
い
て
は
、
事
前

の
申
込
み
や
、
参
加
費
は
不
要
で

す
。）

【
日
時
】

２
月　

日
（
火
）

２７

午
後
１
時
〜
４
時

【
会
場
】

ハ
イ
ブ
長
岡

（
長
岡
市
寺
島
町
３
１
５
番
地
）

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
労
政
雇
用
課

℡
０
２
５
・
２
８
０
・
５
２
７
０

地
域
振
興
局
で
は
、「
地
域
に
開

か
れ
た
、
親
し
み
の
あ
る
庁
舎
づ

く
り
」の
一
環
と
し
て
、芸
術
作
品

鑑
賞
の
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
展
示
内
容
】

・
越
後
盆
栽
協
会
展

越
後
盆
栽
協
会
の
皆
さ
ん
の
盆

栽
や
山
野
草
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
個
数
は
盆
栽
は
約　

席
、

１２

山
野
草
は　

席
で
す
。

１０

【
期
間
】

２
月　

日
（
火
）
〜

２０

２
月　

日
（
火
）

２７

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
曜
、日
曜
日
も
開
催
し
ま
す
。）

【
会
場
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

第
一
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

企
画
振
興
部
総
務
課

℡
７
７
２
・
２
３
７
２

【
期
間
】

２
月　

日
（
金
）
〜

２３

３
月
９
日
（
金
）

（
土
曜
、
日
曜
日
も
含
み
ま
す
。）

【
時
間
】

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

【
場
所
】

湯
沢
町
役
場
産
業
観
光
課

【
問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
湯
沢
町
役
場
総
務
課
内
）

℡
７
８
４
・
３
４
５
１

４
月
２
日
よ
り
皮
膚
科
の
外
来

診
療
日
が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な

り
ま
す
。

（
月
曜
日
が
休
診
と
な
り
ま
す
。）

【
変
更
前
の
診
療
日
】

月
曜
・
火
曜
・
木
曜
・
金
曜
日

（
３
月　

日
ま
で
）

３０

【
変
更
後
の
診
療
日
】

火
曜
・
木
曜
・
金
曜
日

（
４
月
２
日
か
ら
）

【
問
い
合
わ
せ
】

六
日
町
病
院
庶
務
課

℡
７
７
２
・
７
１
１
１

交
通
事
故
、傷
害
、詐
欺
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
犯
人
の

処
罰
を
警
察
官
や
検
察
官
に
求
め

た
け
れ
ど
、
検
察
官
は
不
起
訴
処

分
に
し
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
て

も
納
得
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な

場
合
に
は
、
検
察
審
査
会
が
あ
り

ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
の

あ
る
人
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た　

人
の
検
察
審
査
官
が
、
不
起

１１
訴
処
分
に
誤
り
が
な
か
っ
た
か
ど

う
か
な
ど
を
審
査
し
ま
す
。
審
査

の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
不
起
訴
処

分
の
見
直
し
を
求
め
ま
す
。

不
起
訴
処
分
に
納
得
で
き
な
い

場
合
は
検
察
審
査
会
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

（
新
潟
地
方
裁
判
所
長
岡
支
部
内
）

℡
０
２
５
８
・
３
５
・
２
１
８
２

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
い
が
た

２
０
０
８ 
の
お
知
ら
せ

地
域
振
興
局
で

企
画
展
を
開
催
し
ま
す

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

六
日
町
病
院

外
来
診
療
日
変
更
の
お
知
ら
せ

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

1
月
　
日
１９

１
月
　
日
２１

１
月
　
日
２２

１
月
　
日
２７

角
谷

小
野
塚

冨
沢

高
橋

文
代

カ
ウ

定
一弘

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

不
起
訴
処
分
の
審
査
申
立
て
先
は

検
察
審
査
会
で
す


